
第 2学 年 社 会科 (地理的分野)学 習指導案

平成 15年 9月 10日 (水)5枝 時
宮古市立津窪石中学校2年 B組 教望
同様 2年 B組  23名
同校 教 諭  大 久保 浩  一

1 単 元 名   「 きまざまな面から見た 日本u  ※ 教科書 :東京書寄 F新しい社会 社理」

2 小 単元名  「 日本の自然環駒

3 単 元と小単元について
単元は、下表のように5つ の小単元から構成されている。世界的視野から日本をTつ の地域として追究
することによって、また、日本全体の視野から大まかな国内の地域差を追究することによって、わが国の
特色をとらえさせるとともに、地域間を比較し関連付けて地域的特色を明らかにする視点や方法を身につ
けさせることをねらいとしている。
本小単元 「日本の自然環境」は、単元の学習の初めに位置づけられている。単元のねらいを達成するた
め、わが国の地域的特色を自然亮境の面から追究し、理解させることを主なねらいとしている。

【単元の構成】

小単元名 時膳 容内習学

■
日本の自然環
境

6

世界的視野から見て、日本は環大平洋澄山帯に属し大地の動きが活発であること、温帝の
島目、山国で降水量が多く、緑におおわれた国であること、自然災害が発生しやすく防災
対策が大切であることといった特色を理解させるとともに、国内では地形、気候などにお
いて地域差がみられることを大畳させる。

2
日本の人々の
くらし

4

世界的視野から見て、日本においては比較的ものの豊かな中で人々が暮らしていること、
また、近代化や国際化の進展などにより伝統的な生活 ・文化は変容していること、外国か
ら入ってきた生活・文化は日本の環境条件に対応させて取り入れてきたことといった特色
を理解せせるとともに、国内では生活。文化の地域による差異が次第になくなりつつある
が、一方で各地に特色ある生活・文化がみられることを大規させる。

3
世界と日本の
人口

4

世界的視野から見て、日本は人口が多く、また、人口密度が高く、平均寿命が長い国であ
ること、少子化、高齢化に伴う課題を抱えていることといった特色を理解さするとともに、
国内では平野部に多くの人口が集中し、過密・過疎地域が見られることを求観させる。

4
の酷
餓
と

・

界
業
世
産

6

世界的視野から見て、日本はエネルギー資源や鉱物資源に恵まれていない国であること、
土地が高度に利用されている

≧奥准害養黒害廷多星蚕逢星髭
とといつた特色を理解させる

とともに、国内では地域の鞘              4域 がみられること、環境やエ
ネルギーに関する課題などを抱えていることを大規させる。

5
広がる地域開
の結びつき

4

世界的視野から見て、日本は国際間の交通 ・通信網の整備が進んでいること、世界の各地

元暫こ暫習垂農琶讐畳こともぽ 富員客機 違ゴX雷欝 喬貫覇暑示彊針3準長君こ唇Pを射亀呂
時間的な距離や位置の関係が大きく変化しつつあること、人や物資の移動には地域的特亀
がみられること、各地域の特色は他地域との結びつきの影響を受けながら変化しているこ
とを大観させる。          :

′ 生 徒の実艦
生徒は、小学校第 5学年で日本の地形や気候の概要について学んでいる。西には北上高地を望み、宮古
湾に面した、自然豊かな土地に暮らしている生宿にとって、日本が四手の変化に富む自然豊かな鳥国であ
ることについては実感とレて理解していると思われる。しかし、生徒たちの知識の範囲は狭く、「世界的な

留尋挙晏畳暑宮軽暑暑骨富吾暑言岳曇猛長富母害骨雪景景看景電岳:室鱗]曾曾暑8:暑轡を暑
て必要な基本的な地名も定着していない生徒もおり支援が必要と思われる。

5 単 元の指導にあたって

本単元 「さまざまな面から見た日本」は、前回の 「世界の国々の調査」で学習した,国 家規模の地域的
特色をとらえる5つ の視点から構成されている。本小単元は、日本の自然環境を視点としている。「世界の

国々の調査」で取り上げたアメリカ、マレーシア、フランスなどの自然環境と比較しながら、日本の地域
的特色と日本国内の地域的特色を理解させるよう指導を進めたい。なお、統計資料や主題図の読み取りな
ど、作業的な学習をしながら基礎的な知識が定着するように進めたい。      '
本小単元の最後には、自然災書について扱う。自然災害の種類については、地形や気候と大きく関わっ
ているので、地形の学習と気候の学習のところで、そのつど学習を進めるようにし、防災対策についての

話し合いに重点を置く。身近な災害を例に、自然災害の防災対策を考える視点を明らかにできるよう指導
したい。
一斉学習では、発言が特定の生徒に偏る傾向がある。小集団を組み、効果的に指導を進めたい。また、

基本的な地名やその位置等については、白地図を使った作業を通して確実に定着させるようにしたい。

時

所

象
者導

日
場

対

指
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6 単 元の指導目標

世界的視野から見た日本の地域的特色と日本全体の視野から見た国内の諸地域の特色を追究し,我 が国の
国土の特色を様々な面から大観させるとともに,地 域の規模に応じて,ま た,地 域間を比較し関連付けて,
地域的特色を明らかにする視点や方法を身に付けさせる。

7 単 元の指導目標に関する評価の観点とその規準

社会的事象への関心・意欲・幾度 社会的な息考 ・判断 資料活用の技能 ・表現 社会的事象についての知識i理解

日本の国上の特色に対す
る関心を高め,そ れを世
界的視野と日本全体の視
野に立って様々な面から
意欲的に追究し,我 が国
の国土の特色をとらえよ
うとしている。

日本の国上の特色を世界
的視野と日本全体の視野
に立って様々な面から追
究するとともに,地 域問
を比較し関連付けて地域
的特色を明らかにする視
点や方法を考察 してい
る。

世界や日本の地図や統計
その他の資料を収集し,
様々な面から日本の国土
の特色をとらえるための

有用な情報を道切に選択
して活用するとともに,
我が国の国土の特色を追
究し考察した過程や結果
をまとめたり,説 明した
りしている。

世界的視野と日本全体の

視野に立って様々な面か
らとらえた日本の国上の

特色とともに,地 域間を
比較し関連付けて地域的
特色を明らかにする視点
や方法を理解し,そ れら
の知識を身に付けてい
る。

8 学 習内容毎の評価規準並びに判断基準  ※ 本小単元のみ掲載した (2～ 5は省略)

学 習 内 容

()は 累計時間
評 価 規 準
上段は観点、( )は評価方法

判 準基断

1

日

本

の

自

然

環

境

①変化に富む
世界の地形

( 1 )

A

海底の地形についても調べようとしたり、記入した
山脈にある山について、高さのランクを表にまとめ
たりもしている。

世界の山脈や平原がどの
ように形成されたかに関
心を持ち、その分布を多様
な資料を用い、調べようと
している。(自地図、行動
観察)

B

主な山脈とあわせて、アルプス・ヒマラヤ造山帯と
環太平洋造山帯を自地図に記入し、地盤が不安定な
地域をとらえようとしている。

②日本の地形
(2)

H

A

地形の特色から、災害の起こりやすい地域の分布を

示したり、世界の地形と日本の地形の違いを図で説
明したりしている。

多様な資料を用いて世界
の地形と日本の地形を比
較し,そのことが日本の災
書の特色と関連性がある
ことを考察することがで
きる。
(白地図、ノ‐卜)

B

日本のおもな山脈の高さや河川の長さ、幅を調べて
世界のそれと比較することにより、日本の地形の特
色をつかみ、日本の災害の特色と関連させ考察して
いる。

③世界から見た
日本の気候
( 3 、 4 、 5 )

A
日本の気候に季節風・梅雨・台風などが地域的特色
をもたらしていることも記述している。世界の気候の中で、日本の

気候ほどのような特色が
あるのかを理解している。
(ノート、テスト)

B

世界の気候が 5つ の気候帯に分けられ,それらが赤

道をはさんで規則的に分布していることと、その中
で、日本は温帯にある国であることを記述できてい

る。   ′

E 田
A
植生の分布や海流の分布などにも触れた記述が見
られる。日本国内での気候の違い

について、作業を通して明
らかにしている。
(ノート、テスト)

B
いくつかの雨温図を描いて,それらが日本のどの地
域の特色を表すのか,指 摘できている。

④自然災書と
人々のくらし
※本時

(6)

ロ

A
防災のポイントをおさえ、他の自然災害への対処法
についても考えようとする記述が見られる。

｀
自然災害が起こりやすい

日本に暮らす上で大切な
ことは何かについて、地域
における津渡対策を調べ

るなかで考えることがで
きる。(ノート、行動観察)

B

これまで行われてきた県'市による津波対策につい

て調べ、記述できるともに、地域 。家族 B個人のレ
ベルでの津波対策について考えを発表できている。
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9 本 時の指導

(1)本 時の目標                   ｀

自然災害が起こりやすい日本に喜らす上で大切なことは何かについて、地域における津波対策を調べ

るなかで考えることができる。 (社 会的な思考 ,判断)

(2)本 時の展開

段
階 学習活動 。  お さえたい事項 形

態 指導上の留意点 ・資料 (※)・評 価 (☆)

導

入

７
　
分

学習内容の確認
「自然災害と人々のくらし」をノートに写
し、学習内容を確認する。

既習事項の基起 (日本の自然災害)

地殻変動によるものと気象現象によるもの

に分類された、日本に起こる災害の種類を確

認し、日本が自然災害の多い国であることを

想起する。               _

問題の把握 (津波による宮古の社害)

海に面した宮古は、過去に津渡によって大

きな枚害を出したこと、そして、将来必ず大

きな津波が来ることを知り、危機感をもつ。

④ 学習澤題の設定 (確認)
感じた疑問から、課題を設定 (確認)する。
「どんな対策をとっているのだろうか。」

⑤ 予担・追究方法の雄軍
答えの予想をするとともに、課題を解決す

るためには、何について調べ、考えればよい

かについて確認する。 (3分 )

<予  想 >

防潮梶の建設、水南の建設f防災無線・・

<追究方法>
予想ついて確かめながら、津波の被害を防
ぐために実際に行われている対策を調べる。

③ 軍題の追究
ア 自 治体レベルでの洋波対策  (12分 )
・教科書、プリントをもとに、津波対策と
して自治体が現在行っていることを調べ

ノートに書き出す。

調べたことを発表し合う。

調べたことを確認し合い、さらに、整理

することで一般的な防災のポイントをつ

かむ。

行政 (目や自治体)レ ベジレの防災対策だ

けでは万全ではないことをつかむ。

テーマを教科リエダーに板書させておく

講師を紹介する→あいさつ

前時に使用した紙板書を用い、短時問で。

環太平洋造山帯 ゆ  地 震、津波、等

温 帯  ●  洪 水、高潮、冷害、千ばつ等

・予想は 「水門の建設Jな ど、目にして知つているものに

限られていると考えられる。あげられた予想にっいて、

受容しながら、講師とのやり取りを見せる (「これだけ
ですか?」)こ とで、さらに調ぺる必要があることを確

認する。
・予想、追究方法について板書する。
※ブリント:日老町の津渡後の防災計画、防災施設等の

写真

・自治体という用語は使わず、「国・県 ・市」とする。

☆自然災害が起こりやすい日本にあって、どのように

暮らしていけばよいかを、地域における― 策を

調べるなかで考えることができたか。

(5-(1)・ (2)についてノー トの記述 ・行動をみる)

判断基準に照らしt,・[□の生徒には
→調べるためには資料のどの部分に注目すればよ

いか教えたり、地域 ・家族 個ヽ人レベルでの対策

について考える視点を与えたりする。

回の生徒には ,
→津波対策について調べたことを、内容から判断
し一般的な防災のポイントをいくつかつかむこと

ができるように助言する。

発表内容を板書するが、「防ぐ」「予測する」「避難させ

る」などのキーワードで、調べたことをくくっていく。

国や県、市が進める防災対策であることを確認する。

市の防災担当者である講師に、「これで万全か」振る。

個

斉

展

・
　

尉
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３５
　
分

・国や自治体の行つている防災対策だけで
は不十分なことから、地区・家族 ・個人
レベルでの対策を探る必要があること
をつかむ。

地区・義法 =個人の津波対策 (15分)
。自治体以外の対策について考えられるこ
とをグループ内で出し合い、カードにま
とめる。

t舞 麟 燃 険 ゲ 響

ヽ

1
・グループで話し合つたことを発表し合い、

見方を広める。

課題の解決  (5分 )
・講師から評価をしていただくとともに、

地域の防災対策の実際について聞き、考
えをさらに深める。

小
集

団

斉

がんばって調べたことについて認めていただきながら

も、大災害は、人の予想を上国る被害をもたらすこと、

そして、阪神大震災の教副|から、大災害時には、消防機

関の消火活動、救急 ・救功活動は著しく低下し、被災地

域の全域を救うことができないことが考えられること

を話していただくど ※ 阪神大躍災の写真

・個人の考えを発表し合い、グループとしての考えをまと

めさせる。発表者、記録者を決め、全員が発表できるよ

うにする。 ※ 肪災マップ
・カードはできたグループからt黒 板に貼らせる。
Ⅲ話し合いの様子を観察し、評価する。

・発表を聞いて、「なるほど」と思わされたこともメモさ
せる。→発表に添える (相互評硯タ

・専門家としての立場からグループの発表について評価し
ていただく。(外部評価 :肯定的に)
・地域の防災対策の実際については、自主防災組織、防災
訓練を中心に話していただく。
※ファイル r日ごうから災誓に備えよう」
。「なるほど」と思わされたことをメモさせる。

終

　

末

　

　

　

・３
分

7 本 時のまとめ

学習したことについて、分かったこと感
想・きらに学習したいことをノートに記入し、

発表し合す。
「環太平洋造山帯、温帯に位置する日本は自

然災害が起こりやすいので、日常の防災対策
が大切であることがわかりました。」
「津波の恐ろしさについて、初めて知りまし

た。自分も避難経路の確認をするなど、普段

からの備えをしたいです。」

8 次 回の確認    ,

次章に学習することを確認する。

一
斉

学習を通して得た自分としてのわかったことや感想をま

とめ、発表させる。(自己評価)

発表をもとに、まとめを板書する。章の最後の時間なの

で、授業のはじめに用いた紙板書を指し、前時までの学

習にフィードバックしながら、まとめる。

講師へのお礼、あいきつ

(3)板 書計画

,自然災書と人々のくらし」 環太平洋造山帯 ゆ  地 震、津波、等

温 帯  ●  洪 水、高潮、冷害、千ばつ等t...….tt…、・・t・・・・・・……●ヽ"“●●●●●・・・t・ヽ・・S tl"●●●・‐い,・うト

必ずやってくる津波に対してどんな対策を
とっているだろうか

國
回
囲

計 画 に 従 っ て

国 ・県 ・市の防災対策

馬象街到

隣波観測

脚付幣司
ヌすべ四

+

□ □

□ □

□ □
地区 ・家族 口個人の防災対策

<ま とめ>

理太平洋道山帯、温帯に位置

する日本は、自然災書が起こ

りやすいので、日常の防災対

策が大切である。
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地理学習資料

「自 然 災 害 と く ら し J

2'年 組

【資料-1】 過去 100年 間に起きた三陸沿岸の大津波

日

毒聖羊     (

西暦 前日からの年数 日 時 程度、被害

1896年

(明治 29年 )
〕40年
ヽ

瑚
０。抑神

「明 治 三 隆 大 津 波 」
小地震、大津波
死者数約 20,000人

1933年

(昭和 8年 )

冴
マ

　

　

』

37年
０

日

１

３

…

月

３

３

前年

「昭 和 三 陸 大 津 渡 」
大地震、大津波
死者数約 2,600人

1060年
く昭和35年)

”
マ

　

　

Ｓ

27年 5 月 2 4 日

午前 4 : 0 0

「テ リ地 震 津 渡 」
地震なし、大津波
死者数61人、赤前地区が大級害

現在
ノ
 43年 ※富城県沖て大きな地震がぎ

の長期予報も出ている。
年以内に98%の 確率で発生すると

―     (「 宮古消防団史」などを参考に作成)

【資料-2】 田老町の災害雀興計画 (「地域ガイド 津 波と防災 ～ 語り継ぐ体験」を参考に作成)

宮古のとなりまち田考町も津波の被害を受けたまちです。「津波
太郎」として津波から逃れることができない田老町。町民は 「こ

瑠覇韓1     越 躍:景桑韻琶Y監薬差
立て、防災のまち作りを進めてきました。町民の努力により、防

潮堤を基盤とする、「防災田老」が生まれました。:  :、

1 昭 和三陸大津波後の災害復興工事計画

(1)防 潮堤の実造と避難道路の設置 ′     _

r年宅の高地移転」を考えたが、5,000戸つ家島食移転する

適当な高地が見つからず、防潮堤の築造と遼難道路を設ける

こととした。

(2)長 内川 ・口老川の護岸工事計画

(3)防 潮林の植裁

2 チ リ地震津波後の復興計画

( 1 ) 態 度

津波はもちろん自然現象であるが、社会現象でもある。テリ地震津波では、昭和 8年 津波の

経験を生かしたところほ巧みに災害を避け、それを生かさなかつた所は、予想外に大きな被害

を被った。自然現象としての津波は防げないかもしれないが、社会現象としての津波を払う努

力を痛感した。

(2)予 報

津波の予報は進歩してきている。警報伝達と避難司r練ができれば、人命を保護することは困

難ではない。避難は夜間手探りでも混雑しないように、避難場所、避難経路、述難方法を研究

しておくことが必要である。また、同時に漁船などの避難も訓練しておく必要がある。

iゾ 遅
悪T尋:載
選 輔 薄 寄翌
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【資料-3】 参考写真  (「地域ガィド 洋 波と防災 ～ 言|;り継く
｀
体験」より)

田老万里の長城 「防潮堤」

防 災 行 政 無 線

津波観測システム

TSUNA胤 1_VAN/700{日 構 成 図

4範コ Mに       (屋
外 部)   ,(長 内部)

BPSk印 8P最
至中様  フ モンi;r嘉 Zユ    1表 京 部

高吉への道撃路には階段や手す1)を、更には夜門の雄珊も世
定してた陽電池による鷺nll灯も弊備してぃる)

遊難しやすいようにと考慮した迪路の円切ド!

tま、現在では交通安登に大きく貢献1 て々い岳【:

播

ヽ
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誂て鮫騨曇
地駒 院箕力を高める思ユ,
臣ころ必らの億えと、
家族や地域との
コミュニケーションが大切 !

畿う畳
非常用品を備えておこラ !
災書に備える非常用品|よ、緊急避難のときに持つて逃げる 「非申持出品」と
災離 の生活をささえる 惇卜常備雪品」に分けて備えましょう。

非常持出品は、すぐ持ち出せる場
所におきましょう。

器持婚職轟 .
水、ビスケット、ラジオ、懐中電灯、予備
の電池などを用意しておきましょう。

事卜器続著轟
非常備蓄品は、最低 3日分用意して
おきましょう。 1年に 1回、定期的
な入れかえや捕充も大切です。

盟 について欄 しよう!

津穂が来たとき船

翌幾遇離 。蓮購

家擦嫌繁翁轟

役割分担、遥難場所、避難場所まで
の道順、家族との連絡方法などを家
族全員で確認しましょう。

聾 難 揚 淳署官?釜 腱 齢 穫 謡 と

避難場所はどこか、道順をどうするか
などを確認しましょう。

海辺では、津波が来たときの避難場
所や避難場所までの道lLRを確認しま

地域のことは地域で守るう !

地域で行われる防災訓練には、積極的に
参加しましょう。

中央防災会議/総 務省消防庁/地 方公共団体
総務省消防庁F」R生 http://www、fdma,富0.jp

観堂鱗掩経竪
地域とのコミュエケーションを深めて
おきましょう。
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